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『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

│
│
古
記
録
の
断
片
に
表
れ
た
海
賊
記
事
│
│

臼

井

和

樹

一
、
は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
史
料
は
、
佐
々
木
孝
浩
氏
所
蔵
の
、
中
世
の
古もつ

筆
切
を
中
心
と
し
た
手
鑑
（
後
述
）
に
貼
込
ま
れ
た
、
禅
僧
・
没

り
ん
じ
ょ
う
と
う

倫
紹
等
の
日
記
と
伝
わ
る
も
の
の
断
簡
で
あ
る
（
１
）
（
図
１
）。
じ
つ

は
筆
者
自
身
本
史
料
を
か
つ
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
２
）
、
そ
の

際
翻
刻
・
解
釈
に
若
干
の
錯
誤
が
あ
り
、
ま
た
前
稿
で
は
紙
幅
の

都
合
上
断
簡
の
一
部
の
み
し
か
紹
介
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
翻
刻
と
解
釈

こ
こ
で
は
、
ま
ず
翻
刻
を
、
次
い
で
そ
の
書
下
し
と
解
釈
を
示

す
。

﹇
翻
刻
﹈
ま
ず
は
以
下
に
翻
刻
を
示
す
（
□
は
虫
損
、
■
は
墨
に

よ
る
抹
消
、�
」�
は
改
行
。
虫
損
部
分
で
復
原
可
能
な
部
分
は
括

弧
内
に
注
し
た
。〔

〕
は
筆
者
に
よ
る
校
訂
注
）。

十
一
日
、
院
島
海
賊
号
之
村
上
、
於
西
海
之
賊
徒
、
靡
不
属
厥
指

す
オ
ウ

麾
者
于
昨
入
」
豊
之
後
州
、
盗
室
津
与
五
郎
之
船
而
�
□
■
防

之
遠
崎
矣
、
其
船
」
列
十
三
艘
、
其
兵〔
卒
〕
率
二
百
余
矣
、
見

者（
無
ヵ
）
□
（
不
ヵ
）
□
驚
愕
、
諸
友
為
之
■
■
移
居
」
一
里
、
著
大
畠
矮
屋

投
宿
、
戯
作
、」

江
湖
只
合
白
鴎
郷
、
最
駭
今
年
客
禍
殃
、
院
島
賊
徒
還
有

力
、」
盗
舟
夜
半
壑
中
蔵
、」

十
二
日
、
偶
出
沙
際
、
見
漁
児
之
群
卒
作
、」

漁
父
児
孫
群
白
沙
、
憐
渠
面
色
黒
於
鴉
、
生
来
為
計
釣
魚

史
料
紹
介

『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

一
一
七
（
一
一
七
）



事
、」
結
網
不
知
春
在
花
、」

﹇
書
下
し
﹈
十
一
日
。
院
島
の
海
賊
は
之
を
村
上
と
号
し
、
西
海

そ

な

の
賊
徒
に
お
い
て
は
、
厥
の
指
麾
に
属
せ
ざ
る
者
靡
し
。
昨
に
豊

の
後
州
に
入
り
、
室
津
与
五
郎
の
船
を
盗
み
て
■
（
周
防
）防
の
遠
崎
に
�

□
す
。
其
の
船
列
十
三
艘
、
其
の
兵〔
卒
〕
率
二
百
余
。
見
る
者
驚
愕
せ

〔
ざ
る
無
し
〕。
諸
友
之
が
為
に
居
を
移
す
こ
と
一
里
、
大
畠
の
矮

屋
に
著
き
て
投
宿
し
、
戯
れ
に
作
る
。

江
湖
只
だ
白
鴎
の
郷
に
合
ふ
の
み
。
最
も
駭
な
る
か
な
今
年
の
客

ま

か
く

禍
殃
。
院
島
の
賊
徒
還
た
力
有
り
。
舟
を
盗
み
夜
半
壑
中
に
蔵
る
（
３
）。

に
は
か

十
二
日
。
偶
た
ま
沙
際
に
出
で
て
漁
児
の
群
を
見
、
卒
に
作

る
。

か
れ

漁
父
の
児
孫
白
沙
に
群
る
。
憐
れ
む
ら
く
は
渠
の
面
色
鴉
よ
り
も

黒
し
。
生
来
計
を
釣
魚
の
事
に
為
し
、
網
を
結
び
て
春
の
花
に
在

る
を
知
ら
ず
。

﹇
解
釈
﹈
十
一
日
。
因
島
の
海
賊
は
�
村
上
�
と
呼
ば
れ
、
西
海

（
瀬
戸
内
海
）
の
賊
で
、
そ
の
指
揮
に
属
さ
な
い
も
の
は
い
な
い
。

昨
日
豊
後
に
入
っ
た
あ
と
、
室
津
（
の
）
与
五
郎
の
船
を
盗
み
、

周
防
の
遠
崎
に
引
い
た
。
海
賊
の
船
列
は
十
三
艘
、
兵
は
二
百
人

ほ
ど
。
見
る
者
で
驚
愕
し
な
い
も
の
は
な
く
、
我
々
は
そ
の
た
め

居
を
一
里
移
し
た
。
大
畠
の
小
さ
な
家
に
到
着
し
泊
っ
た
と
き
、

戯
れ
に
作
っ
た
詩
。

�
江
湖
�
と
い
う
こ
と
ば
は
た
だ
カ
モ
メ
飛
ぶ
郷
で
あ
る
こ
と

に
合
う
だ
け
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
今
年
の
旅
行
中
の
災
い

（
海
賊
と
の
遭
遇
）
だ
よ
。
因
島
の
海
賊
も
ま
た
強
い
ぞ
。
舟
を

盗
み
、
夜
中
、
谷
の
中
に
隠
れ
て
い
る
。

十
二
日
。
た
ま
た
ま
浜
辺
に
出
た
と
き
、
漁
師
の
子
ど
も
た
ち

に
行
き
あ
っ
て
即
興
で
詠
ん
だ
詩
。

漁
師
の
子
ど
も
た
ち
が
砂
浜
に
集
ま
っ
て
い
る
。
か
わ
い
そ
う

な
の
は
彼
ら
の
顔
が
カ
ラ
ス
よ
り
も
黒
い
こ
と
だ
（
日
焼
け
）。

生
来
魚
釣
り
を
生
業
に
し
、
網
を
結
ん
で
（
ば
か
り
で
）、
花
に

春
（
の
到
来
）
を
知
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。

三
、
考
察

﹇
本
紙
﹈
本
紙
の
法
量
は
、
縦
二
七
・
七
﹇
㎝
﹈
×
横
九
・
七

﹇
㎝
﹈。
ま
た
、
十
二
日
条
の
最
終
行
は
、
次
に
貼
ら
れ
た
仲
正
蔵

主
書
の
断
簡
が
重
な
っ
て
い
て
容
易
に
は
読
め
な
い
状
態
で
あ
る

（
図
１
参
照
）。

紙
は
楮
紙
、
筆
跡
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
中
世
後
期
の
も
の
と
み

て
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
紙
背
に
は
文
字
が
確
認
で
き
る
（
後

述
）。
化
粧
裁
ち
さ
れ
て
字
が
本
紙
縦
一
杯
に
書
か
れ
て
い
る
状

史

学

第
八
三
巻

第
一
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一
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八
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図
１
�Ｂ
『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡
（
部
分
）│
│
重
な
り
部
分
を
剥
が
し
て
拡
大
し
た
も
の

図
１
�Ａ
『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

一
一
九
（
一
一
九
）



態
に
な
っ
て
い
る
。

﹇
極
札
﹈
本
断
簡
に
は
、「
墨
斎
禅
師
十
一
月
」
と
書
か
れ
た
神
田

道
伴
に
よ
る
極
札
が
附
属
す
る
。
極
札
以
外
に
没
倫
筆
を
示
す
明

瞭
な
証
左
は
な
い
。「
十
一
月
」
と
い
う
の
は
「
十
一
日
」
の
誤

だ
ろ
う
。
極
札
の
書
き
方
（
４
）
か
ら
推
し
て
、
十
一
月
の
可
能
性
は
き

わ
め
て
低
い
し
、
何
よ
り
も
十
二
日
条
の
詩
か
ら
見
て
初
春
の
こ

と
だ
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
ま
ず
十
一
月
は
あ
り
え
な
い
。

極
札
の
記
述
内
容
の
信
頼
性
に
つ
い
て
だ
が
、
佐
々
木
孝
浩
氏

に
よ
れ
ば
、「
一
般
的
に
伝
称
筆
者
は
無
名
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

奥
書
等
の
根
拠
あ
る
情
報
に
拠
っ
た
可
能
性
が
高
」
い
と
い
う
（
５
）
。

没
倫
は
決
し
て
無
名
と
は
い
え
な
い
が
、
師
の
一
休
や
そ
の
他
同

じ
手
鑑
に
所
収
さ
れ
る
院
・
公
家
・
将
軍
た
ち
に
比
す
れ
ば
そ
の

名
が
や
や
劣
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
極
札

の
内
容
に
一
定
程
度
の
信
は
置
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

﹇
紙
背
﹈
本
断
簡
に
は
紙
背
文
書
が
あ
る
。
肉
眼
で
は
紙
背
に
何

か
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
程
度
で
あ
る
。
内
容
ま
で
は
判
然

と
し
な
い
。
但
、
一
字
だ
け
判
別
が
か
ろ
う
じ
て
で
き
る
文
字

（「
隙
」
な
い
し
は
「
隆
」
ヵ
）
の
大
き
さ
・
書
体
か
ら
み
る
と
、

書
状
で
あ
る
と
思
し
い
。
赤
外
線
写
真
な
ど
を
撮
る
こ
と
で
判
別

も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
し
ば
ら
く
措
き
、
後
日
を
期
し
た

い
。

﹇
手
鑑
﹈
本
断
簡
を
収
め
る
手
鑑
は
個
人
蔵
の
古
筆
手
鑑
で
、
主

と
し
て
中
世
の
院
・
公
家
・
武
家
・
僧
侶
の
書
の
断
簡
を
収
め
る
。

貼
り
替
え
な
ど
も
目
立
ち
、
成
立
後
か
な
り
改
変
が
加
え
ら
れ
た

と
思
し
い
。
ま
た
、
極
め
は
神
田
家
に
よ
る
も
の
が
多
い
点
も
こ

の
手
鑑
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

﹇
ツ
レ
﹈
本
断
簡
に
は
、
現
段
階
で
ツ
レ
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ

の
日
記
自
体
が
、
断
簡
と
さ
れ
て
ま
も
な
く
散
佚
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
あ
る
い
は
す
で
に
零
葉
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
切
ら
れ
た

か
。

﹇
筆
跡
﹈
筆
者
自
身
機
会
あ
る
た
び
に
い
く
つ
か
墨
斎
（
墨
済
）

筆
と
い
う
も
の
を
見
て
き
た
。
い
く
つ
か
例
示
し
て
、
本
断
簡

（
以
下
『
日
記
』
と
よ
ぶ
）
の
筆
跡
が
果
し
て
没
倫
の
も
の
と
見

な
し
う
る
か
、
考
察
し
よ
う
。

①
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
一
休
宗
純
像
」
の
賛
は
、
実
見
し
た
と

こ
ろ
（
６
）
、
細
か
い
差
異
│
│
た
と
え
ば
「
孫
」
字
の
旁
（
す
な
わ

ち
「
系
」）
の
第
一
画
が
左
払
（
ノ
）
で
は
な
く
一
の
如
き
横

画
で
あ
る
点
な
ど
│
│
は
確
認
さ
れ
る
が
、
字
が
縦
に
長
細
い

点
な
ど
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
『
日
記
』
に
近
い
。

②
「
没
倫
紹
等
偈
頌
（
７
）
」
は
、「
一
」・「
夜
」・「
百
」（『
日
記
』
で

は
「
百
」、「
偈
頌
」
で
は
「
栢
」
の
旁
）
の
字
様
に
『
日
記
』

と
の
共
通
点
が
見
出
せ
る
ほ
か
、「
来
」
字
も
似
通
っ
て
い
る

史

学

第
八
三
巻

第
一
号

一
二
〇
（
一
二
〇
）



と
見
な
し
う
る
。
や
は
り
縦
長
の
字
を
書
く
点
な
ど
も
全
体
の

雰
囲
気
は
共
通
す
る
。
同
筆
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

③
「
没
倫
紹
等
五
律
四
句
（
８
）
」
は
、
法
量
こ
そ
分
ら
な
い
が
お
そ
ら

く
は
大
作
で
、『
日
記
』
と
は
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、

「
一
」
字
や
漢
字
の
一
部
と
し
て
の
「
木
」（『
日
記
』
で
は

「
渠
」、「
五
律
四
句
」
で
は
「
栄
」
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
）
に
共

通
性
が
見
出
せ
る
ほ
か
、「
生
」
字
は
ま
っ
た
く
同
じ
人
物
の

筆
と
見
な
し
て
よ
い
。

④
「
没
倫
紹
等
法
語
（
９
）
」
は
、「
諸
」・「
一
」
を
同
一
人
の
筆
と
見

な
せ
る
ほ
か
、『
日
記
』
の
「
郎
」
の
左
半
と
「
法
語
」
の

「
良
」
字
に
も
似
通
っ
た
点
を
見
出
せ
る
。

⑤
筆
者
の
所
蔵
に
な
る
「
大
徳
寺
墨
済
禅
師
」
の
極
札
を
持
つ
聖

教
類
の
断
簡
「
如
掃
地
（
１０
）
」（
図
２
）
は
、「
人
」
な
ど
の
「
は
ら

い
」
の
画
の
書
き
方
、「
今
」
字
の
書
き
方
、「
与
」
の
最
終
画

図
２

伝
没
倫
筆
「
如
掃
地
」

『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

一
二
一
（
一
二
一
）



が
突
き
抜
け
な
い
点
な
ど
『
日
記
』
の
字
と
酷
似
し
て
お
り
こ

の
聖
教
の
断
簡
と
『
日
記
』
断
簡
は
同
一
人
物
の
筆
で
あ
る
こ

と
は
確
実
。
な
お
「
墨
済
」
は
「
墨
斎
」
す
な
わ
ち
没
倫
の
こ

と
で
あ
る
。

⑥
同
じ
く
筆
者
蔵
の
、「
墨
済
禅
師
」・「
墨
済
和
尚
」
の
二
枚
の

極
札
を
持
つ
断
簡
「
仲
款
（
１１
）
」（
図
３
）
は
、
⑤
と
同
様
「
人
」

し
ん
に
ょ
う

な
ど
の
「
は
ら
い
」
の
画
の
書
き
方
の
ほ
か
、
之
繞
の
書
き

方
や
「
徒
」
字
・「
而
」
字
な
ど
『
日
記
』
の
字
に
き
わ
め
て

図
３

伝
没
倫
筆
「
仲
款
」

史
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近
い
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、『
日
記
』
の
筆
者
が
没
倫
で
あ
る
蓋
然

性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
次
に
記
主
│
│
没
倫
紹
等
│
│
に
つ
い
て
簡

単
に
解
説
し
よ
う
。

﹇
記
主
﹈
没
倫
紹
等
（
？
〜
一
四
九
二
）
は
大
徳
寺
の
僧
で
、
一

休
宗
純
の
法
嗣
。
大
徳
寺
真
珠
庵
・
酬
恩
庵
住
持
。
ま
た
、
一
休

の
肖
像
画
を
手
掛
け
た
人
物
と
し
て
名
高
い
（
そ
の
代
表
作
が
前

述
の
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
一
休
宗
純
像
」
で
あ
る
（
１２
）
）。『
増
補
龍

寳
山
大
�
禪
寺
世
譜
』
所
載
の
「
眞
珠
酬
恩
兩
庵
�
代
世
次
」
に

よ
れ
ば
、「
明
応
元
年
壬
子
五
月
十
日
寂
ス
、
庭
玉
梅
屋
ヲ
創

ス
、」
と
あ
り
、
ま
た
、
墨
斎
・
月
婿
を
は
じ
め
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

没
倫
の
足
跡
は
追
い
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、
当
時
う
ち
続
く

戦
乱
を
厭
い
地
方
へ
下
向
し
た
僧
が
多
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば

（
そ
う
い
え
ば
師
の
一
休
も
一
時
京
を
離
れ
て
い
た
）、
没
倫
が
周

防
│
│
大
内
領
国
│
│
に
下
向
す
る
こ
と
は
さ
し
て
不
思
議
で
な

い
（
１３
）。
あ
る
い
は
師
の
一
休
に
よ
り
復
興
さ
れ
た
大
徳
寺
の
、
所
領

経
営
な
ど
の
目
的
も
考
え
ら
れ
る
。
但
、
い
ず
れ
も
明
証
は
な
い

こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

﹇
地
名
比
定
﹈
室
津
（
む
ろ
つ
）
�
与
五
郎
の
名
字
、
な
い
し
は

所
属
地
の
名
と
し
て
登
場
す
る
。
周
防
国
熊
毛
郡
の
地
名
。
地
名

も

ろ

つ

の
由
来
を
両
岸
相
対
す
る
意
味
の
諸
呂
津
に
見
出
し
、
地
理
的
に

は
上
関
海
峡
に
面
し
て
（
１４
）
、
竃
戸
関
（
�
上
関
）
と
向
い
合
う
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
こ
の
附
近
の
重
要
な
湊
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
主

と
し
て
戦
国
期
以
降
に
見
え
る
地
名
で
あ
る
よ
う
だ
が
（
１５
）
、
竃
戸
関

が
、
中
巌
円
月
の
詩
に
詠
ま
れ
（『
東
海
一
�
集
』）、『
老
松
堂
日

本
行
録
』
に
「
黒
石
西
関
」
と
し
て
出
る
か
ら
、
対
岸
の
室
津
も

室
町
期
か
ら
湊
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
み
る
の
が
至
当
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
室
津
に
は
大
内
氏
傘
下
の
宇
賀
島
氏
が
山
城
を
構
え

て
い
た
よ
う
だ
。

く

が

遠
崎
（
と
お
ざ
き
）
�
周
防
国
大
島
郡
（
現
在
は
山
口
県
玖
珂

郡
）
の
地
名
。
近
世
初
頭
だ
と
遠
崎
村
は
大
畠
村
の
属
村
と
さ
れ

て
い
た
と
い
う
（
１６
）
。

大
畠
（
お
お
ば
た
け
）
�
大
畠
の
方
が
遠
崎
よ
り
東
に
あ
る
。

遠
崎
同
様
周
防
国
大
島
郡
（
現
在
は
山
口
県
玖
珂
郡
）
に
属
し
、

『
鹿
苑
院
殿
厳
島
詣
記
』・『
蔭
凉
軒
日
録
』・『
海
東
諸
国
紀
』
に

も
登
場
す
る
（
１７
）
。『
海
東
諸
国
紀
』
に
は
、
一
四
六
七
年
こ
ろ
の
領

主
で
「
周
防
州
太
畠
太
守
海
賊
大
将
軍
源
朝
臣
藝
秀
」
な
る
人
物

に
つ
い
て
記
述
が
あ
る
。

室
津
・
遠
崎
・
大
畠
は
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
比

定
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
（
１８
）
。

『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

一
二
三
（
一
二
三
）



﹇
時
期
﹈
前
述
し
た
と
お
り
、「
十
一
月
」
で
は
な
く
初
春
、
つ
ま

り
は
正
月
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
正
月
十
一
日
・
十
二

日
条
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
に
つ
い
て
は
俄
に
比
定
で
き

な
い
。
ま
た
日
付
の
書
き
方
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
日

付
に
干
支
を
附
さ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

﹇
内
容
﹈
内
容
面
に
つ
い
て
も
少
々
解
説
し
て
お
く
。
ま
ず
は
禅

僧
の
旅
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
も
例
が

あ
り
、
旅
の
目
的
は
多
く
所
領
経
営
と
の
関
係
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

か
つ
海
賊
に
出
遭
っ
た
も
の
も
い
る
よ
う
で
あ
る
（
１９
）
。

十
一
日
条
か
ら
は
、
海
賊
に
出
会
い
驚
い
て
い
る
様
が
よ
く
伝

わ
っ
て
く
る
。
事
態
は
結
構
深
刻
な
は
ず
だ
が
、
そ
の
割
に
「
戯

作
」
と
う
そ
ぶ
い
て
み
た
り
、「
江
湖
」
だ
の
「
白
鴎
」
だ
の
と

ず
い
ぶ
ん
�
風
雅
な
�
こ
と
ば
で
詠
ん
だ
り
し
て
い
る
。
船
十
三
、

兵
二
百
余
と
い
う
海
賊
の
規
模
が
分
る
の
も
貴
重
で
、
こ
の
史
料

最
大
の
特
長
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
十
二
日
条
か
ら
見
え
て
く
る

の
は
、
地
元
漁
師
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
で
あ
る
が
、

決
し
て
優
し
い
そ
れ
で
は
な
い
よ
う
だ
。
俗
な
言
い
方
を
す
れ
ば

�
上
か
ら
目
線
�
で
あ
り
、
広
義
で
は
五
山
僧
に
属
す
る
（
２０
）
記
主
の

立
ち
位
置
と
い
う
も
の
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
師
の
一
休

と
対
比
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

個
人
的
に
は
没
倫
の
「
周
防
」
と
い
う
漢
字
が
と
っ
さ
に
出
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
読
み
が
な
を
振
っ
て
対
応
し
て

い
る
様
子
が
興
味
深
い
。�
風
雅
な
�
ふ
う
で
い
て
、
じ
つ
は
恐

怖
心
に
満
ち
み
ち
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
海
賊
に
出
遭
っ

た
と
き
の
人
間
の
本
音
が
垣
間
見
え
る
好
史
料
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
一
方
そ
こ
で
も
海
賊
の
規
模
を
書
き
記
し
て
い
る
あ
た
り
は

さ
す
が
で
あ
る
。

﹇
韻
字
﹈
詩
の
韻
字
に
つ
い
て
も
少
し
触
れ
て
お
く
。
十
一
日
条

の
詩
の
韻
字
は
、
郷
・
殃
・
蔵
│
│
下
平
声
七
陽
。
十
二
日
条
の

詩
の
韻
字
は
、
沙
・
鴉
・
花
│
│
下
平
声
六
麻
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

今
回
、
あ
ら
た
め
て
『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡
を
紹
介
し
た
。

没
倫
の
足
跡
を
史
料
で
裏
付
け
た
上
で
こ
の
断
簡
を
没
倫
筆
と
し
、

記
事
に
よ
り
一
層
の
意
味
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
最
上

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
如
何
せ
ん
史
料
に
乏
し
く
（
も
し
没
倫

の
動
向
に
詳
し
い
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
史
料
の
所
在
な
ど
情
報
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
）、
結
局
筆
跡
鑑
定
の
如
き
方
法
に
依
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
限
界
は
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、

本
断
簡
が
年
こ
そ
不
明
だ
が
中
世
後
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑

い
は
な
く
、
そ
の
時
代
の
海
賊
の
規
模
を
知
る
上
で
は
欠
か
せ
ぬ

史
料
で
あ
る
こ
と
の
価
値
は
保
証
さ
れ
よ
う
。
没
倫
の
瀬
戸
内
の

史

学

第
八
三
巻

第
一
号

一
二
四
（
一
二
四
）



旅
は
断
片
的
で
し
か
な
い
が
、
内
容
は
『
老
松
堂
日
本
行
録
』
に

ば
い
り
ん
し
ゅ
り
ゅ
う

見
え
る
宋
希
�
の
旅
や
山
内
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
梅
霖
守
龍
の

旅
と
比
肩
し
う
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

我
々
が
古
記
録
と
し
て
ま
ず
思
い
浮
べ
る
の
は
、
巻
子
本
で
あ

れ
袋
綴
本
で
あ
れ
、
あ
る
程
度
の
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
も
の
で

あ
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
没
倫
の
日
記
は
、
ほ
ん
と
う
に
断
簡
で

あ
り
、
一
ペ
ー
ジ
に
も
満
た
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
ほ
と
ん
ど
遺

っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
奇
蹟
的
な
も
の
は
、
得
て
し
て
埋
も
れ
が

ち
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
一
条
の
光
を
与
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
研
究

者
と
し
て
本
望
で
あ
る
。

読
者
諸
賢
の
御
批
正
を
俟
つ
と
と
も
に
、
学
界
で
こ
の
史
料
が

有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
み
擱
筆
し
た
い
。

註（
１
）
今
回
は
仮
に
史
料
名
を
�
没
倫
紹
等
日
記
�
と
し
、
石
澤
一

志
・
久
保
木
秀
夫
・
佐
々
木
孝
浩
・
中
村
健
太
郎
編
『
日
本
の
書

と
紙
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
考
に
、

�〔

〕�
で
括
っ
て
表
記
し
た
。

（
２
）
臼
井
和
樹
「
瀬
戸
内
海
の
海
賊
を
詠
ん
だ
漢
詩
」（『
全
漢
詩
連

會
報
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）
『
韻
府
群
玉
』
巻
六
「
七
陽
」
部
「
蔵
」
字
下
に
、「
壑
沢
蔵

〈
蔵
�舟
於〔
壑
〕
ー
�蔵
�山
於〔
沢
〕
ー
�、
謂
�之
固
�矣
、
然
夜
半
有
�力
者
負

�之
而
走
、
昧
者
不
�知
也
、
蔵
�大
小
�有
�宜
猶
有
�遯
、
若
夫
蔵
�

天
下
於
天
下
�而
不
�得
�所
�遯
、
是
恒
物
之
大
情
也
、
荘�
〉」
と

あ
る
（
訓
点
筆
者
）。

（
４
）
極
札
に
は
「（
伝
称
）
筆
者
＋
書
出
し
数
文
字
」
を
書
く
の
が

決
ま
り
ご
と
で
あ
る
。

（
５
）
佐
々
木
孝
浩
「
長
門
国
忌
宮
神
社
大
宮
司
竹
中
家
の
文
芸
」

（『
中
世
文
学
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
６
）
二
〇
一
二
年
九
月
、
東
京
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
際
、

実
見
。

（
７
）
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑

第
八
巻
』（
講
談
社
、
一
九

八
〇
年
）、
六
八
頁
。

（
８
）
註（
７
）小
松
編
書
、
六
九
頁
。

（
９
）
註（
７
）小
松
編
書
、
七
〇
頁
。

（
１０
）
こ
の
断
簡
の
極
札
は
神
田
系
の
人
に
よ
る
も
の
の
よ
う
だ
。
六

代
神
田
道
古
か
。

（
１１
）
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
野
元
淳
氏
よ
り
「
３
枚
目
の
新
発
見
と
な

っ
た
「
玉
津
切
」
が
貼
っ
て
あ
っ
た
手
鑑
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
雲
紙
の
古
筆
了
意
の
札
、
そ
れ
と
も
う
一
つ
札
が
付
い
て

い
る
と
い
う
全
て
の
切
に
共
通
し
た
興
味
深
い
も
の
で
す
。
特
殊

な
切
ば
か
り
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
き
っ
と
当
該
品
も
貴
重
な

も
の
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。」
と
の
御
教
示
を
私
信
に
て
得
た
。

そ
の
よ
う
な
断
簡
で
あ
る
な
ら
、
一
定
程
度
極
札
の
記
載
に
信
を

置
い
て
も
よ
か
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
了
意
で
な
い
方
の
極
札
（
右

側
）
は
浅
井
不
旧
に
よ
る
も
の
。

（
１２
）
『
国
史
大
辞
典
』「
没
倫
紹
等
」（
赤
沢
英
二
）
の
項
、
お
よ
び

玉
村
竹
二
『
五
山
禪
僧
傳
記
集
成
』（
講
談
社
、
一
九
八
三
年
）、

『〔
没
倫
紹
等
日
記
〕』
断
簡

一
二
五
（
一
二
五
）



同
『
五
山
禪
林
宗
派
圖
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）。

（
１３
）
大
徳
寺
と
大
内
氏
・
大
内
領
国
の
関
係
も
史
料
上
確
認
は
で
き

る
。
た
と
え
ば
、『
大
徳
寺
文
書
』
に
は
や
や
時
代
は
下
る
が
大
内

義
隆
・
大
内
氏
家
臣
の
杉
宗
長
書
状
が
あ
り
、
防
州
広
厳
寺
住
持

の
書
状
も
遺
る
。
ま
た
、『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
か
ら
一
休
が
そ
の

復
興
に
尽
力
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
龍
翔
寺
の
所
領
は
長
門
国
に

も
あ
っ
た
（『
大
徳
寺
文
書
』）。
直
接
に
没
倫
が
関
係
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
難
い
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
傍
証
程
度
に
は

な
ろ
う
。
ま
た
、『
大
徳
寺
文
書
』
か
ら
は
大
徳
寺
と
瀬
戸
内
海
沿

岸
諸
国
と
の
関
係
の
深
さ
も
う
か
が
え
る
か
ら
、
こ
の
旅
の
目

的
・
理
由
が
必
ず
し
も
大
内
・
防
長
関
係
で
な
く
と
も
十
分
成
立

し
う
る
こ
と
も
併
せ
記
し
て
お
き
た
い
。

（
１４
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』「
室
津
〈
上
関
町
〉」
の
項
。

（
１５
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』「
室
津
〈
上
関
町
〉」
の
項
。

（
１６
）
『
平
凡
社
歴
史
地
名
大
系
』「
遠
崎
村
」
の
項
。

（
１７
）
『
平
凡
社
歴
史
地
名
大
系
』「
大
畠
村
」
の
項
。

（
１８
）
前
稿
の
時
点
で
は
、「
室
津
」
を
長
門
豊
浦
郡
の
室
津
と
し
て

考
え
て
い
た
が
（
但
、
前
稿
で
明
記
は
し
て
い
な
い
）、
そ
れ
に
対

し
て
伊
藤
幸
司
氏
よ
り
周
防
上
関
の
室
津
に
、
山
内
譲
氏
か
ら
播

磨
の
室
津
も
し
く
は
周
防
（
上
関
）
の
室
津
に
、
そ
れ
ぞ
れ
比
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
御
意
見
を
賜
っ
た
。（
山
内
氏
の
ご
教
示

の
如
く
）
す
ぐ
れ
た
船
頭
の
存
在
な
ど
か
ら
推
せ
ば
播
磨
室
津
も

そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
稿
で
は
地

理
的
条
件
か
ら
さ
し
あ
た
り
周
防
上
関
の
室
津
に
比
定
し
て
お
き

た
い
。
本
件
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
御
意
見
を
俟
ち
た
い
。

（
１９
）
山
内
譲
『
中
世
の
港
と
海
賊
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一

一
年
）

（
２０
）
玉
村
竹
二
氏
は
一
休
や
没
倫
を
五
山
僧
の
な
か
で
と
ら
え
て
い

る
よ
う
だ
（
註（
１２
）玉
村
両
著
）。

﹇
附
記
﹈
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
、
史
料
現
蔵
者
の
佐
々
木
孝
浩
氏
の

御
快
諾
を
得
た
ほ
か
、
翻
刻
・
解
釈
に
つ
い
て
岡
本
真
・
村
井
章

介
・
米
谷
均
各
氏
、
地
名
比
定
に
つ
い
て
伊
藤
幸
司
・
山
内
譲
両

氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
得
た
。
ま
た
、
藤
田
明
良
氏
に
は
本
稿

執
筆
を
強
く
勧
め
て
い
た
だ
い
た
。
加
え
て
二
葉
の
「
墨
済
」
断

簡
に
関
し
、
野
元
淳
氏
よ
り
格
別
の
御
配
慮
と
御
教
示
を
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
に
附
記
し
、
以
て
御
礼
に
代
え
た
い
。

﹇
追
記
﹈
最
近
、「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
展
」（
於
、
東
京
国
立
博

物
館
）
で
、
伝
・
没
倫
賛
「
南
瓜
図
」
を
実
見
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
筆
跡
は
『
日
記
』
や
①
〜
⑥
と
の
共
通
点
も
多
い
が
差
異

も
目
立
つ
た
め
、
今
回
は
紹
介
に
と
ど
め
た
い
。

史

学

第
八
三
巻

第
一
号

一
二
六
（
一
二
六
）


